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【
町
自
連
研
修
会
】

防
犯
講
演
「
振
り
込
め

　

詐
欺
の
絶
滅
を
！
」

　
　
　
　

と
演
奏
会
！

　　
昨
年
に
引
続
き
、
今
年
も
町
自

連
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
三
月
三
日(

火)

八
王
子
市
芸
術

文
化
会
館
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
の
大

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
テ
ー
マ
は

「
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
に
」

　
警
察
は
も
と
よ
り
テ
レ
ビ
ま
で

振
り
込
め
詐
欺
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
が
、
被
害

は
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
二
十
年
、
八
王
子
市
内

で
発
生
し
た
振
り
込
め
詐
欺

は
、
百
四
十
六
件
で
被
害
総
額
は

二
億
二
千
万
円
の
多
き
に
上
り
ま

し
た
。

　
町
自
連
で
は
、
こ
れ
ら
振
り
込

め
詐
欺
の
根
絶
を
目
指
し
て
、
町

会
・
自
治
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
そ

の
実
態
を
知
っ
て
頂
き
、
ど
の
よ

う
に
振
り
込
め
詐
欺
に
あ
っ
て
し

ま
う
か
を
、
模
擬
実
演
を
加
え
た

講
演
で
理
解
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
黒
須
八
王
子
市
長
、
久
我
東
京

都
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
長
、

佐
藤
高
尾
警
察
署
長
、
杉
山
八
王

子
防
犯
協
会
長
の
挨
拶
に
つ
い
で

講
演
に
移
り
、
東
京
都
青
少
年
・

治
安
対
策
本
部
治
安
対
策
課
の
村

元
弘
課
長
が
、
詐
欺
の
実
態
を
十

分
認
識
し
て
頂
く
た
め
、
寸
劇
を

同
課
の
職
員
と
日
本
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
演
じ
て

実
感
の
こ
も
っ
た
演
技
に
、
会
場

の
皆
さ
ん
は
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
詐
欺
の
被
害
者
は
、
高
齢
の
女

性
が
多
く
①
先
ず
「
合
言
葉
」
を

家
族
で
決
め
て
お
く
こ
と
で
、
相

手
の
確
認
が
で
き
ま
す
。
②
Ａ
Ｔ

Ｍ
か
ら
の
振
込
み
限
度
額
を
少
な

く
設
定
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要

で
す
。
怪
し
い
と
き
は
直
ぐ

一
一
〇
番
す
る
こ
と
が
大
切
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
、
小
林
隊
長
指
揮
の

警
視
庁
音
楽
隊
の
吹
奏
楽
演
奏
に

同
隊
の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド(

Ｍ
Ｅ
Ｃ)

の
演
技
が
華
を
添
え
ま
し
た
。
曲

は
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ポ
リ
ス
」
、

「
夕
焼
け
小
焼
け
」
な
ど
六
曲
と
、

ア
ン
コ
ー
ル
で
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

キ
ン
グ
」
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
町
自
連
主

催
、
後
援
は
八
王
子
市
、
八
王

子
・
高
尾
両
防
犯
協
会
、
昨
年
八

月
に
発
足
し
た
八
王
子
市
振
り
込

め
詐
欺
抑
止
緊
急
対
策
協
議
会
と
、

八
王
子
・
高
尾
両
警
察
署
の
協
力

で
開
催
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

意
見
交
換
始
ま
る
！

　
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
、
町
自

連
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
王
子
市
民
活

動
協
議
会
に
よ
る
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
換
会
に
は
、
市
の
松
日
楽
協

働
推
進
課
長
も
同
席
し
、
地
域
で

活
動
す
る
団
体
間
の
新
た
な
連
携

に
つ
い
て
、
田
中
会
長
と
同
協
議

会
の
石
井
理
事
長
に
よ
る
意
見
や

情
報
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
八
王
子
市
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

で
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
市
民
活
動

を
支
援
す
る
中
間
支
援
団
体
で
す
。

　
地
域
に
は
防
犯
、
防
災
、
環
境
、

少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
様
々
な
課

題
が
あ
り
、
私
た
ち
町
会
自
治
会

は
、
ご
近
所
力(

地
域
力)

を
発
揮

し
て
そ
れ
ら
課
題
を
解
決
し
、
安

全
安
心
で
住
み
よ
い
町
に
し
よ
う

と
市
や
様
々
な
団
体
と
協
力
し

日
々
取
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
呼
ば
れ
る
市
民
活
動
団

体
も
地
域
の
課
題
に
対
し
、
専
門

的
に
、
柔
軟
か
つ
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別

に
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
双
方

の
活
動
を
知
り
、
同
じ
市
民
、
地
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域
活
動
を
す
る
団
体
と
し
て
手
を

と
り
補
い
合
う
こ
と
で
、
よ
り
豊

か
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が

今
回
の
意
見
交
換
会
の
趣
旨
で
す
。

　
自
治
会
長
経
験
者
の
石
井
理
事

長
は
、
町
会
活
動
の
重
要
性
や
運

営
の
大
変
さ
を
実
体
験
も
か
さ
ね

「
多
様
で
広
範
な
町
会
活
動
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
学
ぶ
こ
と
も
あ
れ
ば
応
援

で
き
る
分
野
も
あ
る
。
互
い
に
協

力
し
て
よ
い
ま
ち
に
し
た
い
」
、

田
中
会
長
は
「
地
域
の
人
材
を
地

域
活
動
へ
引
っ
張
っ
て
い
く
の
は

町
会
の
仕
事
で
あ
り
町
会
活
性
化

の
鍵
で
あ
る
」
と
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
熱
く
語
り
合
い
、
連
携
の

必
要
性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
会
は
、
今
後

も
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
内
の
市
民
活
動
団
体
は

市
協
働
推
進
課
や
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　
東
京
都
「
地
域
の
底
力
再
生
事

業
助
成
」
募
集
開
始
！

　
二
十
一
年
度
に
町
会
自
治
会
や

地
区
連
合
会
が
行
う
活
動
、
或
い

は
、
町
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
し
た

活
動
に
対
し
東
京
都
が
助
成
を
行

う
も
の
で
す
。
詳
細
は
市
協
働
推

進
課(

℡
六
二
〇
‐
七
四
〇
一)

又

は
町
自
連
事
務
局
ま
で
。

《
交
流
事
業
補
助
金
》

三
地
区
の
活
用
報
告

　
今
年
か
ら
町
会
自
治
会
の
活
性

化
、
会
員
拡
大
を
図
る
た
め
の
支

援
策
と
し
て
「
町
会
等
地
区
連
合

会
交
流
事
業
補
助
金
」
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
活
用
さ

れ
た
地
区
連
合
会
の
「
補
助
金
事

業
」
の
報
告
を
掲
載
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
中
に
は
鑓
水
地
区
で
、
近
隣
の

自
治
会
・
管
理
組
合
を
ま
と
め
数

年
前
か
ら
「
夏
祭
り
」
を
合
同
で

開
催
し
て
連
合
会
づ
く
り
と
自
治

会
の
無
い
団
地
の
「
自
治
会
作

り
」
を
進
め
て
い
る
「
鑓
水
尾
根

協
議
会
」
の
活
動
も
紹
介
し
ま
す
。

鑓
水
尾
根
地
区

　
　
　

防
災
訓
練
開
催

鑓
水
尾
根
協
議
会
　

会
長
　
木
村
　
福
治

　
平
成
二
〇
年
十
一
月
二
十
四
日
、

鑓
水
尾
根
協
議
会
に
参
加
の
集
合

住
宅
が
隣
接
す
る
東
谷
公
園
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
、
第
一
回
防
災

訓
練
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
は
、
各
集
合
住
宅
が
個
々

に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
規
模

災
害
を
想
定
し
て
、
五
団
体
が
初

め
て
合
同
訓
練
を
行
っ
た
こ
と
は
、

地
域
に
と
っ
て
大
変
意
義
の
あ
る

防
災
訓
練
で
あ
り
、
今
後
の
地
域

防
災
活
動
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
約
四
百
名
が
参
加
し
、

住
民
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
示
し

た
も
の
で
、
指
導
を
受
け
た
消
防

署
か
ら
も
総
評
の
中
で
賞
賛
の
言

場
を
頂
き
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
集
合
住
宅
毎
に
「
緊

急
避
難
訓
練
」
を
行
い
、
メ
イ
ン

会
場
の
東
谷
公
園
ま
で
の
「
移
動

訓
練
」
と
整
列
後
の
報
告
を
す
る

ま
で
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
三
班
に
分
か
れ
て
「
は
し

ご
車
体
験
」
「
救
急
救
護
訓
練
」

「
初
期
消
火
訓
練
」
を
順
番
に
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
「
地
域
防
犯
防

災
共
助
事
業
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、

東
京
都
の
「
地
域
の
底
力
再
生
事

業
助
成
金
」
を
活
用
し
て
揃
え
た

「
防
災
資
機
材
」
を
使
っ
て
設
営

す
る
等
、
近
隣
で
は
見
ら
れ
な
い

防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
、
参
加
者
に
は

「
ア
ル
フ
ァ
米
」
と
「
ト
ン
汁
」

を
振
舞
い
、
食
べ
て
い
る
様
子
は

事務機器・事務用品・オフィス家具の事なら
何でもご相談ください。
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貴
重
な
体
験
の
充
実
感
に
満
た
さ

れ
、
次
年
度
以
降
も
更
に
充
実
し

た
訓
練
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

浅
川
地
区

　
　

市
民
大
運
動
会

浅
川
地
区
連
合
会
　

　
会
長
　
渡
辺
　
良
治

　　
今
年
か
ら
創
設
さ
れ
た
「
町
会

等
地
区
連
合
会
交
流
事
業
補
助

金
」
の
交
付
を
受
け
、
浅
川
地
区

町
会
連
合
会
を
主
体
に
実
施
す
る

「
浅
川
地
区
市
民
大
運
動
会
」
に

活
用
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
会
は
、
今
回
で

三
十
八
回
を
迎
え
歴
史
と
伝
統
を

持
つ
浅
川
地
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
毎
年
浅
川
地
区
二
十
二
町
会

自
治
会
の
総
て
が
参
加
し
、
二
千

人
を
超
え
る
人
々
が
秋
の
陽
を
浴

び
て
体
を
動
か
し
一
日
を
楽
し
み

ま
す
。
目
玉
は
町
会
対
抗
の
「
リ

レ
ー
」
「
綱
引
き
」
「
百
足
競

争
」
と
、
今
回
か
ら
取
り
入
れ
た

「
六
十
歳
以
上
の
玉
入
れ
競
争
」

で
す
。
こ
れ
ら
の
競
技
は
得
点
制

で
四
種
目
の
合
計
点
で
総
合
優
勝

を
争
う
も
の
で
す
が
、
会
場
と
な

る
淺
川
小
学
校
の
校
庭
は
、
こ
の

種
目
の
予
選
の
時
か
ら
、
さ
な
が

ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
北
島
選
手

の
活
躍
で
日
本
中
が
沸
き
立
っ
た

あ
の
情
景
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
大

興
奮
に
全
体
が
包
ま
れ
ま
す
。

　
町
会
ご
と
に
の
ぼ
り
や
旗
を
掲

げ
、
そ
の
下
に
陣
取
る
老
い
も
若

き
も
、
男
も
女
も
、
わ
が
町
会
の

た
め
に
声
を
か
ら
し
大
声
援
を
お

く
り
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
地
域
住
民

同
士
が
心
を
ひ
と
つ
に
寄
せ
合
う

こ
と
は
他
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
町
会
の
会
員
同
士

の
強
い
連
帯
感
、
絆
、
町
会
に
対

す
る
帰
属
意
識
が
一
層
強
ま
り
、

地
域
全
体
と
し
て
も
結
束
力
が
高

ま
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
が
運
動

会
の
目
的
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
と
も
に
最
大
の
効
用
だ
と
思
い

ま
す
。

　
今
、
防
災
、
防
犯
、
高
齢
化
へ

の
対
応
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
、

住
民
同
士
の
協
調
、
連
帯
強
化
な

ど
が
欠
か
せ
な
い
要
件
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
課
題
に
応
え

る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
運

動
会
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

管
外
視
察
研
修
で

　

産
廃
処
分
場
を
視
察

川
口
地
区
連
合
会
　

会
長
　
田
中
　
好
雄

　
昨
年
夏
、
上
川
地
区
に
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
地

域
に
住
む
住
民
に
と
っ
て
は
、
重

要
な
問
題
で
あ
り
、
驚
き
で
し
た
。

し
か
し
、
人
が
生
活
を
営
む
上
で

廃
棄
物
が
生
じ
る
の
も
現
実
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
単
に
感
情
的
に
反

対
す
る
の
で
は
な
く
、
処
理
施
設

の
実
態
を
把
握
し
、
当
該
地
に
隣

接
す
る
多
く
の
住
宅
や
、
病
院
・

学
校
へ
の
影
響
、
ま
た
、
永
い
将

来
に
亘
り
下
流
へ
の
影
響
な
ど
を

し
っ
か
り
見
据
え
て
検
討
を
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
の
研
修
場
所

は
、
既
存
の
中
間
処
分
場
と
最
終

処
分
場
の
見
学
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
去
る
二
月
一
日
～
二
日
、
福

島
県
い
わ
き
市
に
総
勢
百
二
十
一

名
の
参
加
者
を
得
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　　
帰
り
の
車
中
で
も
、
視
察
で
の

感
想
や
、
地
元
と
し
て
今
ど
う
す

べ
き
か
、
今
後
は
ど
う
行
動
し
、

ど
う
取
組
む
べ
き
か
な
ど
、
活
発

な
意
見
交
換
が
で
き
有
意
義
な
研

修
が
で
き
ま
し
た
。

総 合 電 気 設 備 工 事

AKIMA ELECTRIC CORPORATION

総 合 電 気 設 備 工 事

百足競争のもよう

産廃処分場視察のもよう
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地
域
の
あ
れ
こ
れ

私
た
ち
の
自
治
会
！

由
井
地
区
片
倉
台
自
治
会

会
長
　
田
中
　
泰
慶

　
私
ど
も
の
街
「
片
倉
台
」
は
、

八
王
子
市
の
東
南
に
位
置
し
、
昭

和
四
〇
年
の
終
わ
り
か
ら
五
〇
年

代
に
か
け
て
開
発
さ
れ
、
当
時
は

夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
得
て
若
さ
あ

ふ
れ
る
街
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
時

が
流
れ
て
三
〇
数
年
経
過
し
高
齢

化
が
顕
著
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
世
帯
数
は
千
六
百
三
〇

世
帯
で
、
法
人
化
し
た
地
縁
団
体

で
す
。

　
自
治
会
の
主
な
活
動
は
、
徒
歩

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
青
色
回
転

灯
の
車
両
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
の
防
犯
活
動
や
、
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
高
齢
者
へ
の
支
援

活
動
、
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

七
月
に
夏
祭
り
、
十
月
に
秋
祭
り

を
盛
大
に
行
い
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、
日
常
的
な
生
活
環
境
問
題

や
交
通
安
全
へ
の
取
組
み
、
更
に

は
災
害
時
の
対
策
と
し
て
九
箇
所

の
公
園
に｢

防
災
倉
庫｣

を
設
置
し
、

防
災
機
材
や
非
常
食
な
ど
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
又
、
毎
月
「
か
わ
ら
版
か
た
く

ら
だ
い
」
を
発
行
し
、
加
え
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
自
治
会
員

の
情
報
共
有
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取

組
ん
で
お
り
ま
す
の
は
高
齢
化
対

応
で
す
。
班
の
世
帯
数
の
見
直

し
、
そ
れ
に
伴
う
自
治
会
活
動
の

集
約
な
ど
総
合
的
に
検
討
を
進
め

て
、
可
能
な
限
り
早
急
に
取
り
纏

め
を
行
い
会
員
の
皆
様
の
合
意
を

得
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お 

詫 

び

　
原
稿
を
お
願
い
し
た
唐
松
町
会
、

高
尾
パ
ー
ク
ハ
イ
ツ
Ａ
棟
自
治
会
、

明
神
町
三
丁
目
町
会
に
は
、
原
稿

を
頂
き
な
が
ら
、
紙
面
の
関
係
で

掲
載
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
号
に
は
必
ず
掲
載
い
た
し
ま

す
の
で
ご
容
赦
の
程
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
編
　
　
集
　
　
後
　
　
記

　
地
区
連
合
会
の
紹
介
は
、
一
通

り
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

各
町
会
・
自
治
会
・
管
理
組
合
の

活
動
紹
介
を
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
広
報
委
員
だ
け
で
は
手
が

回
り
ま
せ
ん
。
地
区
連
合
会
長
を

通
し
て
連
絡
く
だ
さ
い
。
急
速
な

高
齢
化
の
中
で
、
町
会
・
自
治
会

活
動
の
進
め
方
に
も
苦
労
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
活
動
経
験
・
ご
意

見
等
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
又
、
記
事
に
つ
い
て
も
、
お
気

づ
き
の
点
は
忌
憚
無
く
ご
指
摘
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
事
務
所
は
、
月
曜
日
～
金
曜
日

の
九
時
～
十
二
時
ま
で
で
す
。

　
委
員
長
＝
今
泉
満
政
、
内
藤
廣

行
、
渡
辺
良
治
、
辻
野
領
一
、
前

野
修
、
丸
橋
紀
夫
以
上
六
名


